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字 α-1は行きのtimepathtI→ ∞ を､α-2は帰りのtimepath∞ -ttを意味して
いる.Jl,J2は最後にJl-J2-0とし､元の理論に戻すものとする.Jl,J2について汎
関数ルジヤンドル変換を行ないr【41,¢2】を定義する｡
rlQl,¢21-WlJl,J2]-/Imd4xJl(I)蒜 -1IudrJ2(I)芸 , (2･6)


























































































































































































































































































































































































を満たすようなエネルギー流速密度 3'三(I)は (3.16),(3.29)よ り
3'三(I)≡fJ'(I)+IL3'.ix)








･轟 (蒜 )6(.,d(hQo,I(a (.,dvi･(S)i(.,d61') (3･55,
の関係を満たしている｡(3.55)の()内の最後の項は停留条件からゼロになる｡ここでグ
ラフ･ル-ルを用いることにより得られる式:






































































































nS-ns((va-Vn)?), nn-nn((vs- Vn)2), (3･79)
拒 p.A.Q,一芸-(vB-Vh)2,, (3･80)
で与えられている.イヒ学ポテンシャルPが満たす式(3.48)は系郎こおい七も成立してい
るととは容易に確かめることができる｡また､保存則 (3.65)～(3.67)､更に(3.47)のよ
うにvaがスカラーの勾配で与えられていることと(3.48)を用いることにより､vn が存
在すると●きのエントロピー保存則
- 512-
｢若手による溶液化学の新展開｣
芸 ･.∇x･(svn)三O, (3.81)
を得ることができる.なお､保存則(3･65)～(3･67)は､系Fにおいても成り立つ｡
このようにして､Ⅴれが存在するときの超流動流体力学の方程式(3.72)～(3.78)､及び
(3･65)～(3･67),(3･47)(但し､I-X≡(i,Ⅹ),く)Y'.o'-く)Y仇 としたもの)を得るこ
とができる｡
4 今後の課題
本稿の議論において､vaを一定と.して考えた.得られた結果をV,-va(I)と置き換えれ
ば､V,がxに依存しているときのderivative展開の最低次をとっていることになるol∇vJ
の高次について (散逸の効果)は今後の課題である｡～
また､常流体の速度vnはガリレイ変換を用いて導入したが､場の理論の枠組みの中で
第-原理からvn(I)を導入することもこれからの課題である占
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